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TEC-# 021 
週間情報誌「IｎSite」に、製油会社エッソの記事が掲載されました。(＃46dd. 17.11.2000発刊) 
 
使用製品 
MM-ﾒﾀﾙ oL-ｽﾁｰﾙｾﾗﾐｯｸ 
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記事記事記事記事訳訳訳訳 
今年10月、脱塩装置から予備昇圧ﾎﾟﾝﾌﾟにかけてのﾗｲﾝで漏れが16ヶ所で発生。超音波壁厚測定で溶接管の両側の継ぎ

目に沿って局部的に薄くなっている箇所が判明し、T字継手とその周囲のｴﾙﾎﾞの間の管に腐食がありました。炭化水素

の漏れである事、またその形状(ﾊﾟｲﾌﾟの真円度)から、溶接もｽﾁｰﾙ製漏れ止めｸﾗﾝﾌﾟを使う事も不可能であり、以下の方

法が考えられ、ﾓｯｸｱｯﾌﾟ試験が行われました。 
 
• MM-ﾒﾀﾙ oL-ｽﾁｰﾙｾﾗﾐｯｸの塗布で漏れが止まりました。 
• 金属表面から残留炭化水素を取り除き、MM-ﾒﾀﾙ oL-ｽﾁｰﾙｾﾗﾐｯｸを塗布してｽﾁｰﾙ板を二液性高速硬化のｴﾎﾟｷｼ樹脂

で貼り付けました。 
• 120℃のﾓｯｸｱｯﾌﾟ試験で二液型高速硬化ｴﾎﾟｷｼ樹脂で接着したｶｰﾎﾞﾝｽﾁｰﾙﾘﾝｸﾞは、 150barの圧力にも耐える事が証

明されました。 
• Ｔ字継手とｴﾙﾎﾞ上にｶｰﾎﾞﾝｽﾁｰﾙﾘﾝｸﾞを二液高速硬化ｴﾎﾟｷｼ樹脂で取り付ける事により真円度を補正。 
• ｶｰﾎﾞﾝｽﾁｰﾙﾘﾝｸﾞの上に重ねて、金属製漏れ止め用ｸﾗﾝﾌﾟを設置。 
• 重量増加をふまえた応力計算に基き、ﾊﾞﾈ金具を設置。 
• 漏れ止め箇所は作業温度120℃、圧力8ﾊﾞｰﾙでも密着していました。二液型高速硬化ｴﾎﾟｷｼ樹脂をﾊﾟｯﾁﾌﾟﾚｰﾄと合わ

せて腐食部分の補強に使う事も可能。 

    

備考備考備考備考        

MM-ﾒﾀﾙﾒﾀﾙﾒﾀﾙﾒﾀﾙ oL-ｽﾁｰﾙｾﾗﾐｯｸｽﾁｰﾙｾﾗﾐｯｸｽﾁｰﾙｾﾗﾐｯｸｽﾁｰﾙｾﾗﾐｯｸはははは油油油油ややややｸﾞﾘｰｽｸﾞﾘｰｽｸﾞﾘｰｽｸﾞﾘｰｽ、、、、もしくはもしくはもしくはもしくは燃料燃料燃料燃料などのなどのなどのなどの付着付着付着付着したしたしたした金属金属金属金属やややや合金合金合金合金のののの補修補修補修補修にににに最適最適最適最適ななななﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙですですですです。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


